
CONFIDENTIAL

Lisa Gangewere、SAP Ariba 
一般提供予定: 2019 年 8 月

機能の概要
エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI
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機能の概要

新機能: エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supplier Risk

エンリッチメントは自動化されたプロセスで、サプライ

ヤ入力データを参照データベースと比較し、評価プロ
セスに基づいて複数の候補者を生成して、サプライヤ
に関連するリスク警告の送信時に使用する、最も高
いスコアの候補者を選択します。候補者が最小スコア
のしきい値を満たしていない場合、そのサプライヤの

会社情報はエンリッチされません。

お客様は、別の結果を選択したり、利用可能な候補

者を確認して、エンリッチされた結果を変更したり、エ
ンリッチされていないサプライヤを更新したりするため
に、エンリッチメント候補者へのアクセスを必要として
いました。
お客様は、エンリッチする候補者をユーザーインター

フェイスから選択できることを望んでいます。

リスクマネージャがエンリッチメント結果を表示、変更、お

よび選択することができる管理者機能が Supplier Risk 
ユーザーインターフェイスに導入されました。

サプライヤリスクマネージャは、任意のサプライヤのエン
リッチメント結果 (エンリッチ済みであるかどうか) を把握す
ることができ、エンリッチメントがどのように処理されたの
か (手動で処理されたのか、自動化されたプロセスによっ
て処理されたのか) をサプライヤごとに確認したり、サプラ
イヤエンリッチメント結果を表示したり、必要に応じて、別
の候補者レコードを手動で選択したりすることができます。

ü リスクマネージャはエンリッチメント確認対象のサプライ

ヤを選択できます。
ü リスクマネージャは、別の候補者の結果を選択すること

で、自動エンリッチ済みの結果を変更できるようになり
ます。

ü リスクマネージャは、利用可能な候補者を確認し、場合

によっては、エンリッチされていないレコードに対してそ
れらの候補者を選択できます。

ü エンリッチメントの概要タイルには、Supplier Risk で監
視対象となっているサプライヤの概要が表示されま
す。

ü エンリッチメント確認タイルには、エンリッチメント確認
対象として選択されたサプライヤの一覧が表示されま
す。

この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR) を提出してくだ

さい。

エンリッチメント結果を表示および変更するには、リスク

マネージャグループのメンバである必要があります。

エンリッチメント結果を表示する場合、最大 10 社のサ

プライヤを同時に選択することができます。10 社を超え
るサプライヤのエンリッチメント結果を表示するには、10 
社以下のサプライヤを選択して複数回表示する必要が
あります。
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機能の概要

エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI – エンリッチメント対象のサプライヤ
の選択

デモサプライヤ 2

ü ユーザーが [エンリッチメント管理] ボタンをクリック
します。

ü [エンリッチメント管理] ボタンはリスクマネージャの
みに表示され、リスクマネージャのみが選択できま
す。

ü 確認対象のサプライヤを選択すると、サ

プライヤの状況が「処理が必要」になり、
リスクマネージャは後で確認が必要なサ
プライヤを選択することができます。

ü エンリッチメント管理では、サプライヤを
確認対象として選択する必要はありませ
ん。

ü ユーザーが [サプライヤの選択] 列でサプライヤ

を選択します。
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デモサプライヤ 2

デモサプライヤ 3

デモサプライヤ 4

デモサプライヤ 5

ü リスクマネージャが最大 10 社のサプライ

ヤをエンリッチメント管理対象として選択
し、[エンリッチメント管理] ボタンをクリック
します。

エンリッチメント確認ウィ
ンドウで、リスクマネー
ジャは、選択したサプラ
イヤに対して利用可能な
各エンリッチメント候補者
を確認できます。

デモサプライヤ 2
デモサプライヤ

3
デモサプライヤ 4 デモサプライヤ 5

機能の概要

エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI – エンリッチメント確認
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機能の概要

エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI – エンリッチメント確認

デモサプライヤ 2

デモサプライヤ 3

デモサプライヤ 4

デモサプライヤ 5

デモサプライヤ 2
デモサプライヤ

3
デモサプライヤ 4

ü リスクマネージャは [?] を
クリックしてヘルプ情報を

表示できます。

ü ヘルプポップアップウィン

ドウでは、エンリッチメント
確認プロセスの各セクショ

ンの概要と、リスクマネー
ジャがエンリッチメント管
理プロセスを容易に進め

るための情報が提供され
ます。
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サプライヤエンリッチメント
パス 1

エンリッチメントの最初のパスで完全な住所情報を使用して

候補者が生成されなかった場合、以下のように処理されま
す。

住所 (1 行目) が条件から削除され、候補者検索は名前 1、
市区町村/都市、都道府県/州、および国コードを使用して行

われます。

国名が指定されていない場合、エンリッチメント処理が停止
し、レコードはエンリッチされません。

潜在的な候補者が特定される場合、その市区町村/都市と郵
便番号が考慮対象のサプライヤ入力と一致する必要があり

ます。また、その正確性スコアが、フィールド加重を使用し、
75% 以上で最も高いスコアの候補者を選択した上で、受け入
れ可能なスコアである必要があります。

同じスコア (同点) の候補者が複数存在する場合、それらの

同点の候補者に本社が指定されている場合は本社の候補者
が優先されます。

エンリッチメントでは、次のサプライヤ入力データが使用さ

れます: 名前 1、住所 (1 行目)、市区町村/都市、都道府
県/州、国コード。 また、アルゴリズムは、国に対して複

数の語を使用して調整されます。

一連のルールとアルゴリズムを使用して入力レコードが

参照データベースと比較され、信頼度が割り当てられま
す。

サプライヤごとに候補者が特定および確認されます。 最

も高いスコアの候補者がエンリッチメント対象として選択さ

れます (スコアが 75% 以上の場合)。

DUNS ナンバーが入力レコードに存在する場合 (必須で

はありません)、エンリッチメントには DUNS ナンバーが使
用され、ほかのデータはエンリッチメントで考慮されませ

ん。

入力された DUNS ナンバーは、正確性が検証されず、処

理には必要ではありません。 入力された DUNS によって
エンリッチメント結果が生成されない場合、入力データで

提供された会社情報がエンリッチメント処理で使用されま
す。

サプライヤエンリッチメント
パス 2

すべての入力データまたは住所が考慮されない 2 番目の

パスを使用してレコードが見つからなかった場合、名前 1 
と国が使用されます。

国名が指定されていない場合、エンリッチメントが停止しま
す。

名前に関するスコア要件は前の手順よりも厳しくなってい

ます。国が一致する必要があり、これが一致する最後の
チャンスとなります。

会社名、国名、および本社は 3 番目のパスの考慮で必須
です。

国と名前のみに基づいて同じスコアの一致が複数ある場
合、最初のパスからスコアが最も高かった候補者または本

社の候補者が優先されます。

特に韓国については、本社ルールが緩和され、3 番目の
パスの結果が改善されます。

サプライヤエンリッチメント
パス 3

サプライヤプロファイルファクト: 
1. 360⁰ プロファイルの上部に表示される住所は、サプライヤに対して入力された住所と同じです。
2. 2.位置情報に使用される住所は、サプライヤがエンリッチされた住所です。

機能の概要

エンリッチされたサプライヤデータの管理者確認用 UI – サプライヤエンリッチメントワーク
フロー


